
様式１（高等学校）
【高等学校用】

令和７年度学校評価 結果

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上 Ａ Ａ Ａ
教務主任
進路指導主事
各教科・学年主任

Ｂ Ａ Ａ 人権・同和教育担当者
道徳教育推進教師

Ｂ Ａ Ａ 生徒指導主事
各学年主任

Ｂ Ａ Ａ 教務担当者

●健康・体つくり Ａ Ａ Ａ
保健主事
学校栄養職員

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 Ａ Ａ Ａ 管理職

●特別支援教育の充実 Ａ Ａ Ａ 特別支援コーディネーター

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目
進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり 　　

学校名 佐賀県立伊万里実業高等学校　商業キャンパス　定時制

５　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・学力目標まであと少しというとこまでご尽力さ
れている。共に出席率も高く素晴らしいことで
す。

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

○道徳教育の全体計画に基づいて授業
を行った教員８０％以上

・人権・同和教育講演会の実施
・ＬＨＲにおいて、情報モラル教育、人権・
同和教育を実施

・人権・同和教育講演会は、既に実施しており感想文か
らも人権意識の向上や多様性への理解が図られている
ことが確認できた。
・情報モラルについても講演会を実施し、ＳＮＳの使い方
やトラブル防止について注意喚起を行うことができた。

・外部講師による人権・同和教育講演会を実施し、
生徒が多様性理解や人権尊重の意識を深めたこと
を確認した。
・参加生徒からは、講演の感想文で「ためになった」
という意見が100％であった。

・人権・同和教育等の講話を通して生徒一人ひとりが
人権についてしっかりと考えられる時間をつくり、人
を尊重する、認める心の教育をされていて素晴らし
いです。これからもこの活動を続けて欲しいです。

○基礎学力の定着・向上 ○基礎学力テストで６０％以上正答した
生徒が８０%以上
〇出席率９５%以上

・授業実施率９５%以上
・少人数教育のメリットを生かし、毎時全
生徒に声掛けを行い理解度を確認する

・天災による休校もなく、予定どおりの授業が実施で
きているため、授業実施率９５％達成可能である。
・その都度気になる生徒には声かけが行われてい
る。

・授業実施率は現時点では目標達成可能である。
・出席率は（1/15現在）９７.１％である。
・授業も熱心に取り組んでおり、資格取得も良い結
果が現れている。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）に
ついて組織的対応ができていると回答し
た教員１００％

・いじめアンケート（年間５回）実施後に、
必ず研修・会議を行う

・いじめアンケートを２回行い結果を共有し校内研修を行っ
た。
・いじめの定義については100％の職員が理解し、組織とし
て共有できている。しかし、事案対策等は本年度まだ事案の
発生がないため、今後事案が発生した場合に組織的に対応
できたか全職員で検証する。

・いじめアンケートを５回行い結果を共有し校内研修
を行った。
・いじめの定義については100％の職員が理解し、
組織として共有できている。本年度事案の発生が無
かったため、組織的に対応できるよう検証した。

・些細なことからいじめとなることもあるので、
ちょっとした違和感、芽になる前からの対策や事
案の発生にいち早く対応されているので成果が
でていると思います。

・お便り等を使い健康に関心を向かせる、個別
指導で治療受診率の向上、朝食や給食をしっか
りと食べる指導など、健康の向上や維持をご指
導されて素晴らしいと思います。

◎★ふるさと佐賀への思いでを醸成する
ための教育活動

◎「佐賀県に誇りや愛着を感じる・どちら
かというと感じる」と回答した生徒８０％以
上
★郷土の人材を活用した講演会等、各学
年年間１５時間以上

・ＬＨＲにおいて、郷土学習資料（ＤＶＤ）
の視聴や伊万里学を実施
・佐賀を誇りに思う講演会の実施

・『佐賀語り』を利用した授業を行い、地元佐賀
に対する知識を深めることができた。
・講演会については、後期（年明け）に実施予
定である。

・『佐賀語り』を利用した授業を行い、地元佐賀に対
する知識を深めることができた。
・市の歴史民俗資料館館長を講師に、伊万里の焼
き物についての講演をしていただき、郷土への思い
を深めることができた。その結果、地元に誇りや愛
着を感じると回答した生徒が９０％であった。

・ボランティア活動等を通して豊かな人間性（社
会性、コミュニケーション力、自己肯定感向上、
貢献、奉仕、思いやり等）の向上が図られるの
で今後も続けて欲しいです。

〇健康管理能力の向上
●望ましい生活習慣の形成

〇検診結果で治療を要する生徒の治療
受診率7０％以上
●「健康に良い食事をしている」生徒
７０％以上
〇給食の喫食率８０％以上

・ICTを活用した健康観察の実施
・「保健だより」で健康についての情報を
提供する
・要治療の生徒への個別指導および三
者面談時の治療勧奨
・食生活に関する面談を実施する

・三者面談で通知したこともあり現在５０％の受診率
である。
・う歯を持つ生徒が未受診であったため歯の健康に
ついての勉強会を先日行った。
・１０月には歯科保健講話を計画している。
・朝食から始まる生活習慣が定着するよう担任と連
携をとりながら継続指導していく。
・８月になって全員が給食を摂っている。

・要治療の生徒には何度となく個別指導を行ってきたが
「時間がない」「めんどくさい」等の理由で受診にはつな
がらなかった。しかし、年に数回歯科医に行くなど意識
の高い生徒も居て意識の差が大きいが、かかりつけ歯
科医を持つのは５０％から７２％となった。外部講師によ
る講話を行うなど健康教育には力を入れた。
・朝食の喫食についても指導の効果があり食べるように
なった生徒も増えてきている。
・喫食率も８０％でしつかり食べることができている。

・個別支援計画とさらに共通シートを設け職員間の
共有を図られ対応をわかりやすくされている取組が、
生徒の学校生活の向上になっていると思います。高
い支援ができるように今後も研修等でスキルアップと
工夫を続けて欲しいです。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１
人当たりの年次休暇の取得日数１４日以
上

・定時退勤日の設定
・学校閉庁日の設定

・月の時間外在校等時間が４５時間を超える職員の
割合０％だった。
・夏季休業中に４日間、学校閉庁日を設定し、教職
員が休暇を取得しやすい環境を整備し、全職員が
取得することができた。

・４月から１月までの月の時間外在校等時間が４５時間
を超える職員の割合０％で全職員が遵守できている。
・夏季休業中に４日間、学校閉庁日を設定し、教職員が
休暇を取得しやすい環境を整備し、全職員が取得するこ
とができた。

・全職員の目標の休暇取得が達成され、常に業
務の改善に取組まれていると思います。

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する専門性が向上
したと回答した教員９３％以上

・特別支援教育に関して正しい理解につ
ながるように外部講師を招聘し職員研修
会を開催する

・ADHD、ASDの外部講師による職員研修を行
い、質問について書面で回答をもらいさらに理
解を深めた。

・個別の支援計画対象生徒の「共通シート」を新たに作
成した。効果的な声掛け、生徒の反応などを職員誰もが
書き込める形にしたので、支援指導に活かせている。こ
のためケース会議を開くような必要はない。
・特別支援委員会は１回開催

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

・お便り等の配布など大変な業務だと思います
が、この通信で保護者の方へ安心感を与えま
た、入学希望者へのおすすめできるツールに
なっていると思います。

★唯一無二の誇り高き
学校づくり

★実践的・体験的な活動の充実と県内外
への情報発信

★自分の学校を中学生に勧めることがで
きる生徒の割合を８０％以上、教職員の
割合を８５％以上
★県外からの入学者数１人以上

・行事ごとにホームページを更新
・全日制及びハローワークと連携し進路
情報を生徒に提供する Ａ 教務主任

進路指導主事

・学校行事の写真等を更新している。
・新規卒業生の就職、進学に向けての活動は
全日制、ハローワークとの連携のもと積極的に
行われている

Ａ

・学校行事、給食・保健の各だより、生徒会通信は
毎月掲載し、行事写真を通して学校生活が伝わる
ような配信をしている。
・全日制およびハローワークとの連携により、進路
情報の提供を充分に行うことができた。

Ａ

進路指導主事
教務主任
各教科・学年主任

６　総合評価・

　　次年度への展望　（簡潔に）

・定時制独自の学校紹介ＤＶＤの製作や定時制ホームページによる情報発信など新たな取り組みや学校ＰＲ活動を講じた結果、志願者数が増加した。。次年度も継続し学校魅力の発信、通学しやすい環境の整備、現代のニーズに
合ったカリキュラム編成など生徒確保への取り組みを行い「生徒が行きたい」、「保護者が行かせたい」、「地域から必要とされる」そして「職員が勤務したい学校」を創り、地域に根ざした学校づくりを引き続き行う。
・全職員が「One Team」となり学校教育目標の実現に組織的に取り組むことができた。
・４年次生は、進路100％を達成し卒業することができた。

・就労については家業の手伝いを含めれば１００％
達成されている。
・キャリア教育のＬＨＲのみならず、進路に関する情
報をしっかり提供することによって進路意識の啓発
を行っている。

Ａ

・卒業予定者の進路決定率は100％を達成し
た。（就職１名・進学１名）
・就労については中間評価同様家業の手伝い
を含めれば100％達成されている。

Ａ

・就職に向けてのハーローワークとの連携など
生徒も安心して相談できる体制が万全であると
思います。もちろん進学に対しても万全なサ
ポートができていると思います。

◎志を高める教育

◎学習意欲を高め、進路実現に向け能
動的に行動できる生徒の育成

◎卒業予定者の進路決定率１００％
◎在校生の就労率９０％以上

・アルバイト等の就労体験を通し社会性
を身につけ進路意識を高める。
・日頃の教育活動を通して進路意識の啓
発を行う

Ａ

２ SAGAスクール･ミッション

学校教育目標

西部地区唯一の商業科定時制高校として、多様な生徒に対応した商業教

育を実践する。

１ 前年度
・学校魅力の発信、通学しやすい環境の整備、現代のニーズに合ったカリキュラム編成

３ スクール・

ポリシー

アドミッション･ポリシー カリキュラム･ポリシー グラデュエーション･ポリシー

A）このような生徒を求めています

１ 思いやりがあり協力して学びあうことができ

る。

２ 働きながら学びたい

キーワード

〇思いやり

〇学習

〇向上

〇勤労

〇協力

Ｂ）学びたい心を大切にします！

【少人数クラスでの教科指導】

〇商業教科を基礎から指導します。

〇専門知識と技術の定着を図ります。

【特 色】

〇自ら学ぼうとする意欲を大切にします。

〇単位制を導入しています。

〇働きながら学べます。

【その他】

〇２学期制です。

〇併修制度により３年での卒業も可能です。

〇多様な外部講師による社会人教育もあります。

Ｃ）身に着けてもらいたい能力・精神！

〇他者と協働できる力

〇自ら学び行動する力

〇社会の課題に向き合う力

〇多様な人々と協働できる力

〇地域産業に貢献できる力

４ 本年度の重点目標

・心身ともに健康な生徒と安全安心な学校づくり

・学習意欲を高め、確かな学力習得（修得）と進路実現を図る

・次世代を見据え、地域に貢献できる人材の育成を図る

達成度（評価）

Ａ：十分達成できている Ｃ：やや不十分である

Ｂ：おおむね達成できている Ｄ：不十分である


